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こ
の
よ
う
に
、
音
と
耳
目
織
の
あ
う
。

I
A
S
P
Mの
臼
本
支
部
に
怠
会
)
だ
が
、
ま
と
ま
と
レ
で
い
る
ど
ん
な
分
野
に
関
心
が
あ
る
、
と
の
だ
。
そ
の
責
任
を
民
た
す
と
と
一一

り
方
は
、
め
ざ
よ
し
い
変
税
を
と
と
の
学
会
の
日
本
支
部
が
綬
立
加
し
た
の
は
、

田川
初
、
乙
の
研
究
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
取
り
縮
む
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
、
細
か
な
も
大
切
で
あ
る
。

一

げ
て
き
た
。
こ
れ
を
じ
っ
く
り
泊
さ
れ
た
の
が
、
一
昨
年
の
こ
と
。
会
を
泊
じ
て
知
り
合
っ
た
人
び
と
べ
き
制
凶
は
山
制
し
て
い
る
。
ど
デ
l
タ
に
し
て
共
有
す
る
乙
と
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
脅
殺
研
究
一

い
か
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
社
(
且
早
く
か
ら
I
A
S
P
Mで
前
酬
し
が
中
心
だ
っ
た
。
レ
か
し
、
い
ざ
ん
な
プ
ラ
ン
で
仕
取
を
巡
め
て
い
が
、
大
切
だ
。
そ
う
し
た
ら
、
同
は
、
ま
だ
服
申
訂
以
浅
い
と
は
言
え、

一

の
現
花
を
制
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
い
た
細
川
周
平
氏
ら
が
中
心
に
縄
問
を
動
か
し
て
み
る
と
、
凶
際
く
の
か
、
こ
れ
ま
で
の
相
般
を
ま
好
の
士
が
巡
桁
を
と
り
あ
っ
て
、
続
々
と
興
味
ぶ
か
い
成
以
を
生
ん
一

で
は
な
い
か
。

な
っ
て
、
あ
ち
こ
ち
に
呼
び
か
け
、
学
会
の
「
日
本
支
部
」
で
は
、
制
と
め
て
み
よ
っ
。

，

い
ろ
い
ろ
な
研
究
プ
ラ
ン
を
発
足
で
い
る
。
古
く
は
削
川
山
平
『
ウ
一

1
I
H
U
H
-
H
I
日
本
に
も
ぜ
ひ
そ
の
誌
を
樹
立
約
が
多
く
て
い
か
に
も
一
臨
し
づ
…

1
1
1
H
I
l
l叩
さ
せ
る
の
も

a
uに
な
る
だ
ろ
「
ク
マ
ン
の
語
学
』
、
量
一

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
'音
楽
や
膏
と
社
会
の
た
笥
の
世
界
が
、
ま
さ
に

mm鎚
麗
返
し
な
の
か
、
民
族
社
会
の
ロ

白山
国
際
組
織
で
な
く
田

口

しい
会
J

と
い
う
絡
が
巡
ん
だ
。
「
じ
ち
い
と
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
ま

口
組
織
づ
く
り
と
具
体
一
“
ぅ
。

f

け
い
子
他
『
波
の
記

m法
』
、
中
一

繋
が
り
に
思
い
を
い
た
す
人
。

方
沖
広
輸
を
も
っ
て
捉
え
て
い
こ

を
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

l
カ
ル
な
サ
ウ
ン
ド
が
、
耳
の
肥
剛
…
本
国
内
の
営
会
と
・

口

や
す
ぷ
む
泊
儲
」
の
目
白
け
や
研
究
ず
、
予
め
決
め
ら
れ
て
い
る
制
約
…
的
な
プ
ラ
ン
な
ど
・

田

第
三
に
、
何
と
包
つ
で
も
、
実
村
と
う
よ
う
『
大
衆
音
泌
の
氏

一

う
と
す
る
人
。

こ
れ
ら
音
楽
に
関
心
事
つ
人
び
と
の
会
、
白

壁
一
に
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
芸
の
え
た

2
8
5
2
1
1
1
1
例
会
の
閥
控
ど
、
わ
が
闘
で
の
が
、
日
本
の
遂
に
あ
を
い
。

r
i
l
l
-
-…
宮
室
ね
る
こ
と
。
デ
ィ
ス
吾
、
議
冨
間
以
望
。
一
一

本
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
学
会
準
備
会
の
第

一
回
大
会
が
去
る
け
月

ク
ロ
ス
・
オ
ー
バ
ー
現
段
。
ジ
ャ
う
に
な
っ
た
。
情
報
が
地
球
の
町
田
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
内
楽
の
ま
じ
め
な
ロ
分
け
的
な
活
動
を
続
け
て
い
岡
際
学
会
へ
の

「上
納
金
」
も
相
ま
ず
剣

一
に
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音

コ
グ
ラ
フ
ィ
l
ゃ
、
ミ
ュ

l
ジ
シ
殴
近
で
は
三
井
徹
『
ユ
l
・
ア
l
一一

5
目
、
東
京
芸
術
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
研
究
対
象
が
従
来
の
ズ
、

ロ
ッ
ク
、
欧
紹
曲
、
ア
イ
ド
側
ま
で
ゆ
き
わ
た
り
、
音
と
音
楽

「研

究

」

は

、

円

本

よ

り

も

ひ

と

る

。

当

な

加

を

納

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

築

研

究

は
、
と
に
か
く
多
く
の
似
ャ
ン
の
伝
記
資
料
な
ど
、
基
際
的

・
マ
イ
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
物
凶
』
、

一-

学
界
の
枠
組
と
は
異
質
な
た
め
、
参
加
者
も
学
者
、
研
究
者
と

ル
・
ポ
ッ
プ
:
:
:
と
い
っ
た
ジ
ャ
が
世
界
の
共
有
財
-Mに
な
り
つ
つ
足
さ
き
に
、
仰
の
向
こ
う
で
ス
タ
乙
れ
よ
り
先
に
、
「
日
常
牛
記
同
い
の
に
加
え
、
得
ら
れ
る
サ
l
グ
域
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
音
楽
学
な
デ
ー
タ
が
宋
抑
制
刊
ば
ま
ま
埋
も
小
川
間
司
『
H
U
策
す
る
社
会
』
、

一一

は
限
ら
ず、

ユ
ニ
ー
ク
な
会
員
情
成
と
な
っ
て
い
る。

こ
こ
で

-

ィ
ス
は
市
内
総
の
も
の
ば
か
り
。

し

ば
か
り
で
な
く
、
社
会
学
、
心
理
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
な
る
べ
く
形
渡
辺
裕
『
腿
然
の
挺
件
広
、
稲
川
咽

一一

針
路
忠
誠
司
!
日
計
官
将
校
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
音
楽
研
究
に
新
し
い
風
ぷ
耕
一
民
間
銭
円
U
M

祝
日
伝
説
郡
山
一
銭
賠
償
問
問
一
軒
M

M
仁
川
内
一

飽
旨
に
つ
い
て
執簡単
し
て
も
ら
っ

た

。

(

編

集

部

)

、

ζ
と
は
、
留
め
ら
れ
て
い
な
い
。

に、

夜
好
家
や
消
山
究
家
、
担
問
楽
産

て
も
、
成
果
が
ま
と
ま
る
ご
と
に
、
田山
内嗣
『
ニ
ュ
l
・
ミ
ュ

l
ジ
ッ
=

明
一

去
る
日
月
5
日
百
本
ポ
ピ
ュ
な
ぜ
い
ま
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
誌

な

.

，

ぃ

i
i
il
--
A
I
l
l
i
t-
-

主
な
ら
い
っ
そ
日
本
問
内
の
学
然
、
放
送
・
レ
コ
ー
ド
売
の
人
随
時
ワ
ー
キ
ン
グ

・
ペ
ー
パ
ー
と
ク
の
詰
た
ち
』
な
ど
な
ど
。
豆

一π
一ラ
l
音
楽
学
会
地
例
会
」
の
第
一
の
か
。

1
1時
代
の
も
た
ら
す
変

-

会
を
、
別
に
作
っ
た
ほ
う
が
い
い
び
と
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
等
々
、
本

し
て
経
印
刷
す
る
ぐ
ら
い
で
き
る
洋
の
調
性
苛
殺
の
悶
外
、
ク
ラ
シ

七

刊
一
回
大
害
関
か
れ
た
。
責
主
化
の
怒
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
葉
を
、

，

・

め

ざ

ま

し

い

変

貌

を

と

げ

て

き

た

音

と

音

楽

だ

る

つ

。

委

主

す

抵

の

な

い

人

び

の

で

は

な

い

か

。

そ

の

中

か

ら

、

よ

品

類

共

存

す

る

援

の

一

]
一

野
の
、
東
京
芸
術
大
学
音
張
学
部
。
主
彼
の
山
田
に
押
上
げ
て
い
る
。

，

そ
こ
で
、
わ
が
国
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

と
が
一
緒
に
柏
戸
加
で
き
る
紡
織
づ
本
格
的
に
出
版
で
き
る
も
の
が
出
乙
の
囚
か
ら
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
首
楽
一

日
一

全
国
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
研
究
ま
ず
、
タ
ラ
シ
y
ク
日
来
の
閉
ン
ル
の
泊
一
根
が
ま
ず
ま
ず
あ
や
ふ
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

1
ト
し
た
。
一
九
H

ハ
一
年
に
、
ョ

と
皆
殺
研
究
会
」
と
い
う
学
際
的
音
楽
研
究
の
収
分
け
で
あ
り
、
第
く
り
が
大
切
だ
。
て
く
れ
ば
、
そ
れ
も
脳
し
い
。
研
究
の
新
し
い
風
が
吹
き
始
め
る
一

3
一
に
蛇
々
な
ら
ぬ
関
心
を
谷
せ
る

ω
怨
・
解
体
。

M
・
グ
ェ

l
パ
ー
が
や
に
な
り
、
互
い
に
浸
透
し
あ
っ
第
四
に
、
耳
目
の
償
制
技
術
が
、

1
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
人
び
と
な
研
究
民
間
も
結
成
さ
れ
て
い

一
入
者
で
も
あ
る
こ
対
倣
氏
(
金
第
二
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
第
四
に
、
海
外
と
の
交
流
。
乙
の
が
、
わ
が
学
会
の
願
い
で
あ
る
。
一

9
一
余
名
が
告
加
、
盛
会
だ
っ
た
。

橋

大

爪
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